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長野県中央メーデー実行委員会は、5月1日に
長野市芸術館メインホールを会場に、Zoomと
YouTubeを併用し、第93回長野県中央メーデー
を開催しました。
開催に先立ち、過去のメーデーを振り返る
オープニング映像を放映し、北山副実行委員長
（長野地協議長）による開会宣言がされました。
主催者代表挨拶の冒頭、根橋実行委員長（連
合長野会長）は、「安心して働き、暮らし、労働運
動に携わることのできる社会の実現には、社会
が平和で安定していることが大前提。ウクライ
ナでの凄惨な行為に背を向けることは許され
ない」と、平和への重要性について語りました。
また、物価上昇による先行き不透明感の強まり

の中での春季生活
闘争について、「今ほ
ど政労使を含む各
主体が、社会的役割
を強く意識した取り
組みを求められる時
はない。構成組織で
は、人への投資に拘
る正念場の交渉を
懸命に展開し、賃上げの流れを継続させ、すべ
ての働く仲間の底上げに繋げる健闘を見せて
いる」と敬意を表しました。第26回参議院議員
通常選挙については、「私たちの働き方･暮らし
方、もっと言えば生き方にまで政策決定プロセ
スである政治が深く直結している。働く者の立
場に立った政策実現に向け、私たちの力量発
揮は一刻の猶予も許されない。決して負けられ
ない戦いとなる」と強い口調で語りました。
来賓の阿部知事からは、「若い世代が希望を

もって暮らせる社会、年をとっても安心して暮
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オンラインおよび会場参加者と一緒に行った
中山副実行委員長の団結ガンバロウ

オープニング映像

北山副実行委員長による開会宣言

根橋実行委員長
（連合長野会長）の挨拶



らせる社会を作っていくた
めに、皆さんと共に検討して
いきたい。働き方改革を通じ
て、ゆとりのある人生をすべ
ての皆さんが送ることので
きる長野県を作っていきた
い」と述べました。
同じく来賓の杉尾参議院
議員からは、「今日の物価高
の最大の原因のひとつはア
ベノミクスの失敗である。最
大の問題は、30年間働く人
たちの所得が全く増えてい
ないこと。先進国の中でこん
な国はない。大きな原因は、
雇用が破壊され、非正規労
働者がこの30年間で2割か

ら4割に増加したこと。これは政治の責任以外のなに
ものでもない。政治を変えていかなければならない」
と語尾を強めて語りました。
続いて労働福祉事業団体代表者からとして、長野

労働金庫･小池理事長からは、「創立70周年を迎え、

オリジナル紙芝居の制作や、昨年の勤労感謝の日の
信濃毎日新聞に、感謝のメッセージを掲載し、地域で
働く皆さんの共感を呼ぶ取り組みとして実施するこ
とが出来た。引き続きすべての働く人たちに頼りにさ
れる長野労金を目指していきたい」。
こくみん共済coop･村山本部長からは、「今厳しい
環境の中、働く皆さんの役に立てなければ、事業の存
在価値を問われてしまう。働く皆さんと同じ場所に
立って、同じ思いを共有し、同じ方向を見つめ、引き
続き働く仲間の皆さんに寄り添い、生活の安定･安心
に向けて全面的に努力を重ねていく」と、それぞれビ
デオを通じて挨拶がありました。
続いて、住宅生協の中山理事長から「住宅生協も

ビジネスチェンジを図っており、ホームセキュリ
ティーサービスも展開している。安心･安全が一番。
家に関することならなんでも相談いただきたい」と挨
拶がありました。
来賓挨拶の後、コロナ禍の影響を大きく受けてい

る職場の仲間からの特別報告が行われました。自治
労長野県職労の北原書記長は、新型コロナウイルス
への対応に関して「保健所の職員は、日夜献身的に
奮闘しているが、限界を

阿部知事の挨拶

杉尾参議院議員の挨拶
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超えている。保健所の実態調査では、残業時間は1ヵ
月で100時間を超え、地域によっては、200時間を超え
ているケースもある。終わりの見えない業務を前にし
て、続けられるか悩む職員も少なくない」と過酷な実
情を語りました。また、4割を超える非正規公務員に
ついて、「長野県内でも公務員の非正規化は進んで
いる。特に女性比率が高く、年収は200万円前後であ
り、最低賃金法や労働契約法も適用外である。問題
の背景には、行政改革の名を借りた人員削減や部署
の統廃合がある。我々は、“公共サービスにもっと投
資を”をスローガンとして訴えていくしかない」と地
道な運動を語りました。

ＵＡゼンセン
あっぷるアイ
ビーユニオンの
神尾執行委員
長からは、サー
ビス現場での
厳しい状況に

ついて報告があり、「飲食店を支援する取り組みをい
ただいているが、来客数はコロナ前の7～8割程度に
留まっている。一方でスタッフの濃厚接触者の発生
により、欠勤者が増え既存のスタッフでは代わりが
見つからず、社員が残業や休日出勤での対応に追わ
れている。また、学校の休校等による欠勤がスタッフ
の収入にも影響している。この問題を早急に解決す
る必要がある」と実情を語りました。
その後、各地区からの映像アピールリレーと、プラ
カード＆メッセージコンテストが行われました。コン
テストの結果はメーデーニュースで発表されます。

メーデー宣言は、長野県電力総連の小林事務局次長
より提案があり、拍手で確認されました。
中山副実行委員長（長野県労福協理事長）は、最
後の団結ガンバロウで、「コロナ、ウクライナ危機を乗
り越え、将来不安のない平和な社会実現に向け、また、
参議院選挙勝利に向け、県内すべての勤労者が団結
してガンバロウ」と声高々に発声しました。
閉会の挨拶で松澤副実行委員長（長野県労組会
議議長）は、「今の政治は、コロナ禍の責任を現場に
丸投げする政策しか行ってこなかった。労働者の献
身的な自己犠牲の上でこの国は成り立ってきたとい
うことが明らかになった。どんなに厳しい状況になっ
ても、私たちは連帯していけると確信したメーデーで
あったと思う」と締めくくりました。
連合長野は、誰一

人取り残されること
のない社会の基盤
づくりに向けて、一
丸となって取り組み
を進めて行きます。

ＵＡゼンセン･あっぷるアイビーユニオンの
神尾執行委員長による特別報告（Zoom）

長野県電力総連・小林事務局次長による
メーデー宣言

松澤副実行委員長による閉会挨拶
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コロナ禍で趣向を凝らしたメーデーが各地区でも行われました。■各地区メーデー
佐久地区メーデー

諏訪地区
メーデー

上伊那地区
メーデー

上小地区サンデーメーデー

飯伊地区
メーデー

松本・塩尻・安曇野 三地区合同メーデー 木曽地区メーデー


